
書式第 12号 (法第 28条関係 )

施

時

実

日

施

所

実

場

従事

者の

人数

受益対象者

の範囲及び

人   数

事業費の

金  額
(円 )

事業名 事業内容

事務所 25

不特定多数

(社会基盤施設

管理者、建設産

業関係者、教育

機関関係者な

ど)

1,399,153

持続可能な社

会基盤に関す

る研究事業

新型コロナの影響で,全
研究員が在宅 となり, ミッ

ション達成するための会員

全体での研究会を実施でき

なかった。後述する支援事

業を実施する過程で, 4つ

の ミッションに関連する研

究を実施 した。

通年

学術機 関への

研究助成事業 今年度は実施 していない。

令和 3年度  事業報告書
令和 3年 4月 1日から令和 4年 3月 31日まで

特定非営利活動法人持続可能な社会基盤研究会

1 事業の成果

日本版サスティナブル・コンス トラクションを確立し、持続可能な社会を実現するために①安心して
生活できる社会基盤を創 り上げる、②社会基盤を長く快適に利用できるよう長寿命化する、③建設事業
の環境負荷低減を推進する、④建設産業の事業変革を支援する、ことをミッションとしている。
本年度は,こ れらミッションを達成するために「持続可能な社会基盤をテーマとした研究事業」及び建
設事業関連の顧客から依頼された「ミッションに関連する技術開発等への支援」を実施した。

前年度に引き続きプレストレス ト・コンクリー ト事業者からの依頼により,施工技術のスキルアップ
指導を現地で実施 した。ひび割れ等の欠陥を防止することで構造物の長寿命化を目的としている。 化
学素材メーカーからの依頼により建設産業がどんな製品を求めているのかマーケティングの支援として
「C02削減コンクリー ト及び 3Dプリンターの現状と将来性」「洋上風力発電に必要な技術と市場規模」
などの調査を実施 した。 また,セメントメーカーからの依頼で,高耐久化を目的として膨張材を用いた
合成床版の開発を支援した。

ミッションを達成するための研究事業として,今後建設投資が増える分野である「維持管理・更新分
野」「防災・減災分野」に必要とされる技術を検討 した。また,日本では Society5.0の 社会に突入し,製
造業を中心に事業変革に取り組んでいる。建設産業でも大手建設業を中心に DX(デジタル・ トランスフ
ォーメーション)やインフラ施設の運営等事業変革への取り組みが始まつており,当法人でも「その取り
組みが今後どの様に進められていくのか」調査検討を実施 した。
いずれも,当法人の 4つのミッション実現につながつていることから,次年度以後も取り組んでいく
計画である。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業



富士ピー・エスからの依

頼で高耐久性 PC構造物に
す るための技術支援 を実

施。今年度は,北陸自動車道

九頭竜川橋床版取替工事 ,

松岡高架橋及び北野上高架

橋床版打ち替え工事を対象

に現地検討会を実施 した。

2021年 4月

2022年 3月

事務所

依頼者現場

45 990,920

高吸水性樹脂の トップメ

ーカーである榊 日本触媒か

らの依頼で,建設産業にど

のような商品を提供すれば

よいかについて,マーケテ

ィングを実施 している。今

年度は,主 として C02吸収
コンクリー ト,3Dプ リンタ
ーの活用,洋上風力発電の

市場規模,2030年に必要と

されるコンクリー ト技術な

どについて調査を行った。

2021年 4月

2022年 3月

事務所

依頼者事業所
42 879,546

事業依頼者

施設管理者

建設業など

144,000

「日本版 サス

ティナプル・コ

ンス トラクシ

ョン」に寄与す

る技術への支

援事業

デンカからの依頼で,膨
張材の効果によりひび割れ

の少ない合成床版の開発を

支援 した。

2021年 4月

2021年 9月
事務所

(2)そ の他事業

事 業 名 事 業 内 容
実 施
日 時

実 施
場 所

従事者

の人数

事業の

金 額
(千円)

建設資材の物品販売 ,

仲介事業
今年度は実施していない 0 0

建設 関連 コンサルテ ィ

ング事業
今年度は実施 していない 0 0



書式第 14号 (法第 28条関係 )

科   目
特定非営利活動

に係る事業
その他事業 〈

ロ 計

3,576,(X〕 0

0

1,2〔Ю,ⅨЮ

2,376,(】〕0

0

0

3,24z750

1,320,(X〕0

1,386,(X〕D

541,750

89

89

０

０

０

0

0

3,576,(X〕 0

0

1,2∞ ,OЮ0

2,376,ⅨЮ

0

0

3,247,750

1,320,(X〕0

1,386,(Ю0

541,750

89

"

経常収益

1 受取会費
研究員として参加

賛助会員受取会費

2 受取寄附金
受取寄附金

施設等受入評価益

ボランティア受入評価益

3 受取助成金等
受取補助金

4 事業収益
(1)施工技術のスキルアップ

② 高吸水性樹脂の建設分野への応用

(3)合成床版の開発支援
5そ の他収益
受取利息

経常収益計 6,823,839 ｎ

） 6,823,839

0

2,160,000

0

2,160,(■〕0

2,160,({X)
ｎ

） 2,160,〔X】〕

114,999

288,560

62,280

215,340

0

572,440

0

114,999

288,560

62,280

215,340

0

572,440

0
ｎ

） 1,253,6191,253,619

3,413,619 0 3,413,619

0

216,(Ю0

0

216,(XЮ

216,000 ｎ

〉 216,000

1,200,∞0
0

Ⅱ 経常費用

1 事業費
① 人件費

給料手当

ボランティア評価費用

人件費計

(2)その他経費

会議費

研究会参加費

顧客検討会参加費

出張旅費

原稿執筆料

印刷製本等外注費

寄附金

その他経費計

事業費計

2 管理費
(1)人件費

給料手当

ボランティア評1曖用
人件費計

0)その他経費
施設等評価費用

通信運搬費
1,2∞ ,(Ю0

0

令和3年度 活動計算書

令和 3年4月 1日から令和4年 3月 31日 まで

(単位 :円 )



95,480

7,128

0

0

15,500

95,480

7,128

0

0

15,500

1,318,1108
ｎ

） 1,318,108

1,534,108
月
υ 1,534,108

4,()47,727
ｎ

） 4,947,727

レンタルサーバー

消耗品費

減価償却費

旅費交通費

名刺その他

その他経費計

管理費計

経常費用計

当期経常増減額 1,876,112 ｎ

） 1,876,112

Ⅲ 経常外収益
経常外収益計 ｎ

）

＾
Ｕ 0

0 0 0
ｎ

）

＾
υ

ｎ

〉

1,876,112 ｎ

〉 1,876,112
ｈ
υ

9,975,734

Ⅳ 経常外費用
経常外費用計

経理区分振替額

税引前当期正味財産増減額

法人税,住民税及び事業税
前期繰越正味財産

次期繰越正味財産 (内未収金 1,485o力 ) 11,851,846



書式第 15号 (法第 28条関係 )

令和 3年度 貸借対照表

令和 4年 3月 31日 現在

特定菱翌艶壼望馴と△」豊匠亘主な社会基盤壁空全
(単位 :円 )

科    目 金   額
I 資産の部

1 流動資産
現金・預金

未収金

流 動 資 産 合 計

2 固定資産
〈1)有形固定資産

車両等運搬具

パソコン等・什器備品

有形固定資産計

(2)無形固定資産

無形固定資産計

(3)投資その他資産

投資その他資産計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部
1 流動負債
未払金

流 動 負 債 合 計

2 固定負債
長期借入金

その他

固 定 負 ■

―〓
ロ
Ａ
ロ

債

負 債 合 計

Ⅲ 正味財産の部
前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正 味 財 産 合 計

負 債 及 び 正 味 財 産 合 計

11,851,846

0

０

０

０

　

　

０

ｎ

）

0

ｎ

）

＾
υ

11,851,346

ｎ

〉

11,851,346

ｎ

）

ｎ

）

ｎ

）

9,975,734

1,876,112

11,851,846

11,851,846



書式第 16号 (法第28条関係)

技術開発等への技術支援

科 目
持続可能な社

会基盤の研究

施工のスキル

アップ支援に

よる長寿命化

化学製品を建

設分野への活

用

ひび割れ発生

を抑制する合

成床版の開発

事堺鄭 F覇汁 管理部門計 合 計

0

4夕0,αЮ

0

“

Ю,αЮ

0

0

0

40,αЮ

0

81Q000

0

810,000

0

1,320,(Ю0

0

2,130,αЮ

0

7:6,αЮ

0

756,(X〕 0

0

1,386,∝Ю

0

2,142,(X〕0

0

140∞

0

140∞

0

541,750

0

685,750

0

2,100,000

0

2,100,000

0

3,247,7t引0

0

5,407,750

0

1,416,(X■)

1,χЮ,(Ю0

216,OЮ

0

0

89

1,41Q089

0

3,57QOЮ0

1,200,αЮ

2,37QOЮ0

0

3,247,750

89

6,823,889

1 経常収益
1.受取会費

2.受取寄付金

罐 取評価

ホ・ラ″ィア受入評価

3.受取助成金等
4.事業収益
5.その他収益

経常収益計

0

756,(� D

0

140∞

0

2,1(Ю ,(XЮ

0

21QαЮ

ｎ

）

2,37QOЮ0

Ⅱ 経常費用
(1)人件費

給料手当

ホ・ラ″′評価費用

0

翡0,αЮ

0

810,αЮ

144αЮ al(Ю,αЮ 21QαЮ 2,376,000

“

Ю,αЮ 810000 7“,000人件費計

０

０

０

０

114999

288,560

62280

215,340

０

０

０

０

114摂Ю

288,560

62280

215,340

0)その他経費
会議費

研究会参加費

顧客検討会参加費

出張費

88,153

28B,5κ〕0

0

0

6,1(X)

0

0

lz8"

20,746

0

62,280

40,520

令和 3年度 計算書類の注記

令和 3年 4月 1日から令和4年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人持続可能な社会基盤研究会

1.重要な会計方針
計算書類の作成は、NPO法人会計基準 (2010年 7月 20日 2011年 11月 20日一部改正 NPO法人会計基準協議
会)によっています。

(1)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

施設の提供等の物的サービスの受け入れは、活動計算書に計上しています。また、計上額の算定方法は「3.施設
の提供等の物的サービスの受け入れの内訳」に記載しています。

(2)ボランティアによる役務の提供を受けた場合の会計処理

ボランティアによる役務の受け入れは、活動計算書に計上しています。また、計上額の算定方法は「3

ィアによる役務の受け入れの内訳」に記載しています。

(3)消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式によっています。

ボランテ

2.事業別損益の状況



原稿執筆料

委員会等参加費

減価償却費

作成製本印刷費

書籍購入費

通信運搬費

レンタノレナーバー

施設等評価費用

消耗品費

その他(寄付金等)

0

0

0

572,440

0

0

0

0

0

0

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

0

0

0

572,440

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

95,480

1,200,Oκ X)

7,128

15,厠0

0

0

0

572,440

0

0

95,480

1,200,αЮ

7,128

15,tX〕 0

その他経費計 949,153 1机9Ю 123,,“ 1,253,619 1,31■ 108 2,571,727

経常費用計 1,399,153 990,920 873546 14om 3,413,619 1,84108 4,947,727

当期経常増減額 ▲949,153 1,133080 1,濁
'24И

541,7:ヌ 0 1,99`1131 ▲118,019 1,876,112

3.施設の提供等の物的サービスの受入れの内訳

4.活動の原価の算定にあたって必要なボランティアによる役務の提供の内訳

その他、「使途等が制約された寄付金」、「固定資産」、「役員及び近親者との取引」、「その他特定非営利活動法人の資産、負

債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な事項」については、発生していません。

内容 金額 算定方法

法人事務所の無償利用 1,2(Ю ,ⅨЮ円
事務所の所在地である赤坂周辺で同規模のレンタルオフィスを借りると

ほぼ10万円/月であることに準じています。

内容 金額 算定方法

研究及び調査員

132人
2,376,∝Ю円

単価は当法人の規定に従つて、18,(XЮ 円/人・日であることに準じてい

ます。



書式第 15号 (法第 28条関係 )

令和 3年度 財産目録

令和 4年 3月 31日 現在

生症|オ:逼■星理型里壁壺壼I■五生L全基盤壁笙全

(単位 :円 )

科    目 金   額
I 資産の部

1 流動資産
現金預金

手元現金

銀行普通預金

未収金

流 動 資 産 合 計

2 固定資産
(1)有形固定資産

車両等運搬具

パソコン等什器備品

有形固定資産計

(2)無形固定資産

無形固定資産計

(3)投資その他資産

投資その他資産計

固 定 資 産 合 計

責 産 合 計

Ⅱ 負債の部

1 流動負債
未払金

金融機関からの短期借入金

流 動 負 債 合 計

2 固定負債
金融機関からの長期借入金

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

正 味 財 産

11,851,846

98,173

11,753,673

0

ｎ

〉

υ^

　

Ｕ^

ｎ

〉

ｎ

〉

ｎ

〉

υ^

ｎ

〉

11,851,846

0

11,851,346

〈
Ｕ

＾
Ｕ

＾
Ｕ

11,851,346



書式第 13号

令和 3年度 役員名簿及び
役員のうち報酬を受けたことがある者の名簿

令和 3年 4月 1日 から令和 4年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人持続可能な社会基盤研究会

役  名 氏    名 就任期間 報酬を受けた

期  間

理事 辻 幸和
令和 2年4月 1日

令和 4年3月 31日
無報酬

理事 横沢 和夫
令和 2年4月 1日

令和 4年3月 31日
無報酬

理事 安藤 哲也
令和 2年4月 1日

令和 4年3月 31日
無報酬

理事 平野 陽三
令和 2年4月 1日

令和 4年3月 31日
無報酬

監事 万木 正弘
令和 2年4月 1日

令和 4年3月 31日
無報酬



書式第 3号 (法第 29条関係 )

社員のうち10人以上の者の名簿

特定非営利活動法人持続可能な社会基盤研究会

氏    名

1 天野 光一

2 安藤 哲也

3 小山 純子

4 勝又 正治

5 辻 幸和

6 平野 陽三

7 福手 勤

8 安田 登

9 万木 正弘

10 横沢 和夫

11


